
令和６年度 道徳教育地域支援事業における事業内容 

 

学校名［ 庄内町立余目第二小学校 ］ 

 

１． 事業の内容（具体的実践事例） 

  

 （１）外部講師を招聘して校内授業研究会及び庄内地域の小中学校教職員を対象とした研修会を 

実施し、「伝え合いの質の向上」につながる指導のあり方について学び合うことで、本校及

び各校における道徳教育の推進につながるようにした。 

・日時 令和６年１２月１１日（水）９時００分～１６時３０分 

   ・講師 筑波大学附属小学校教諭 加藤宣行 氏 

   ・内容 ①校内授業研究会  

第２学年 親切、思いやり『ぐみの木と小鳥』 

       ②道徳教育地域支援事業研修会 

        ＜示範授業＞ 第５学年 相互理解・寛容『ブランコ乗りとピエロ』  

＜講  演＞ 「子どもたちが深く考え、議論する道徳授業の要点」 

 （２）本校の教職員３名が県内外の道徳科の授業研究会に参加し、研究会で得たものを校内で共 

有し、学び合いを重ねることで、指導力の向上が図られるようにした。 

話し合いのキーワードとなったのは、「この一点に迫る発問を考える」「道徳科の授業に 

おけるＩＣＴの効果的な活用」「道徳を要としたカリキュラムマネジメント」の３点。 

 （３）学校運営協議会やＰＴＡの諸会議、学校だより等を通じて、「思いやりをもってかかわり、

行動する子ども」を育むために、年間を通して「異学年交流活動」を本校教育活動の柱とし

ていくことを家庭・地域と共有した。その上で、親子運動会やウォークラリー、なわとび大

会、６年生を送る会等が、児童の道徳的実践の場となるよう、それらの持ち方を見直し、課

題解決につながるようにした。 

 

２． 研究成果（○）と課題（●） 

○道徳の時間と他の教育活動全体を関連させた重点的取組により児童の道徳性を意図的・計画 

的に育成する見通しを持つことができた。 

 ○課題を自分事としてとらえさせる手立てや、伝え合いの質を高める教師のかかわり等につ 

いての理解が深まり、道徳授業の質的転換に向けた教職員の意欲が向上した。 

●「より深く考え、議論する道徳」にするためのより多様な授業方法の工夫・改善 

●「別葉」を生かした学校教育全体、家庭・地域とも連携を図った道徳教育の推進のあり方 

 【研究の要約】 

研究テーマに「ともによりよい生き方を目指す子どもの育成」を掲げ、「伝え合いの質の向

上」を意識した道徳科の主体的・対話的で深い学びと他の教育活動を関連付けながら、教育活

動全体で児童の「ともによりよい生き方をめざす力」特に、本校の課題の一つである「思いや

りをもってかかわり、行動する力」の育成をめざした。 

その結果、授業では、児童の伝え合いの意欲や質の高まりが見られるようになり、日常生活

の中では、児童の道徳性の高まりを教員や保護者が実感できるようになってきた。 
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＜道徳性の高まり＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜伝え合いの質の高まり＞ 

【学校研究（道徳）アンケートの結果から 抽出２年生】 ※数値は割合（％） 
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約９割の児童が話し合うことを楽しいと感じていることは、

大きな成果である。授業では、６月頃には、なかなか話し合

いに参加できなかった児童が、１２月には、生き生きと自分

の考えを発表する姿も多く見られた。 

２月に「あまりわからない」と回答した児童が１割とやや増

えたが、肯定的評価をしている児童は９割おり、２年生なり

に、友達との学び合いによる深まりを実感していることがう

かがえた。 
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【１２月実施 学校評価アンケートの結果から】肯定的評価の割合（％） 

児 童：いろいろな友だちを思いやってやさしくしたり、協力したりしながら生活できた。⇒９４％ 

保護者：お子さんは、学校生活で人間関係を広げ、協調性や思いやりの心を育んでいる。 ⇒９３％ 

教職員：子どもたちは、学校生活で人間関係を広げ、協調性や思いやりの心を育んでいる。⇒９２％ 

↑授業では、少人数でお互

いの考えを伝え合う場面

を意図的に取り入れた。 


